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オスマン的家産官僚制とテイマール体制











1イ ス ラム帝 国 と して の オス マ ン帝 国
オスマン帝国は、13世 紀末、イスラム世界 とビザンツ世界のせめぎ合 うアナ トリア西北部
のフロンティアに出現 し、まずアナ トリアで、ついでバルカンへ と着実に発展 し、16世 紀に
入 り、地中海世界の約4分 の3を 支配するに至 り、1922年 まで約6世 紀半近 くにわたって存
続 した。
この国家の原初の担い手は、 トルコ系ムスリムであった。しかし、国家の統合の基軸は、民
族よりむ しろ宗教 としてのイスラムに求められ、 トルコ民族国家というよりは、むしろイスラ
ム帝国というべき存在 となっていった。
2オ ス マ ン帝 国 に つ い て の二 つ の イ メ ー ジ
このオスマン帝国の国家構造については、相い異なる二つのイメージが成立している。 ドイ
ツの社会学者マ ックス ・ウェーバーは、周知の如く、中国を典型的な家産官僚制国家 としてと
らえた。これに対 し、ウェーバーは、オスマン帝国については、むしろ封建制的要素を重視 し
た。彼の場合、オスマン帝国について、家産制的軍隊について、また宮廷の官職について、家








ウェーバーの影響を受けつつ、独 自の比較国制史研究をなしとげたオッ トー ・ヒンツェもま
た、彼の封建制論において、ウェーバーのイメージを受け継ぎ、オスマン帝国の封建制につい




18世 紀末に至る5世 紀問の前近代のオスマン帝国につき、少し検討 してみよう。
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3封 建 制 的 要 素 と して の テ ィ マ ー ル
オスマン国家の起源は、13世 紀末におけるイスラム世界の西北の辺境、アナ トリアの最西




においてのみならず欧米における、近代史学においても、長 らく定説 となった。漸 く戦間期に









必ず しもつまび らかでない。 しかし、少なくとも、14世 紀末にかけて、戦士達に対す る君主
の統制も次第に強化 され、征服地において検地(タ フリルtahrir)が 体系的に行われ るように
なっていった。15世 紀後半成立のオスマ ン帝国の最初の年代記類においても、この時期につ
いて 「書かれた(ヤ ズル ドウyaZlldl)」 との表現が しばしば見 られるよ うになる。そして、



























は、原則としてイスラム法官(ト ルコ語でカ ドゥkad1、 アラビア語のカーディーに由来)が
行 うこととなっていた。
ただ、ティマール保持者たちか らなるティマール制騎兵軍の指揮系統は、同時に帝国の地方
行政組織となっていた。帝国の国土は、サ ンジャク ・ベイsancakbeyiの 管轄するサンジャク
sancak(ト ルコ語の原義は 「旗」)に分かれていた。サンジャク ・ベイは、古くは、ティマール
制騎兵の小軍団の指揮官であり、小軍管区長官というべき存在であった。何人かのサンジャク ・
ベイの上には、ベイ レルベイbeylerbeyiな る者がいた。ベイレルベイとは、ベイたちのベイ、
すなわち武将たちの将を意味 し、元来は、君主に次 ぐ総司令官を意味 し、王子がこの任につく
のが例であったが、14世 紀後半に性格が変 じ、王子にかわって臣下が任ぜられるようにな り、
ティマール制騎兵の司令官、大軍管区長官 とい うべきものとな り、さらに複数化していった。
戦時には、 自らの大軍管区内のサンジャク ・ベイ とその下にある騎兵たちを率いて従軍した。
ベイレルベイ、サンジャク ・ベイは、本来は軍職であったが、次第に地方行政官としての性格
をおびるようになった。こうして、ベイレルベイ とその軍管区であるベイレルベイリクは総督
と州、サンジャク ・ベイとサンジャクは県知事 と県とい うべきものとなっていった。
ただ、帝国の地方行政の真の根幹は、イスラム法官(カ ドゥ)と その管轄区でイスラム法官




















4家 産 官 僚 制 化 の進 展
原初、オスマン家出身の指導者は、戦士たちの推戴によりその地位につき、指導者 と戦士た










イbey、 ガーズィーgaz曾からスルタンsultanへ と変 じていった。
君主による専制化 ・集権化と並行して、オスマン国家の場合、原初に見 られたオスマンー族





ルーム ・セルジューク朝や先進的諸君侯国を通 じて継受 しっっ進行 した。
このような新たな支配組織形成の第一歩は、早 くも初代オスマンの治世に、イスラム法官
(カドゥ・アラビア語でカーディー)制 度の導入 とい う形で始った。イスラム法官としては、
イスラム法学の専門家としてのウラマーulema(ア ラビア語でウラマー)が 任ぜ られたが、当
初、オスマン集団内にウレマーは存在 しなかったので、アナ トリアの先進地域から招致する形
で人員補充がなされた。そして、第2代 オルハ ン時代に入り、オスマン領内にもイスラム学院













していくための最大のてことなったが、第2代 オルハ ン時代には、君主の補佐者 として宰相
(ヴェズィールvezir)制 度が導入 され、これは権カ ヒエラルキーにおける君主の専制化の最大
の基礎 となった。宰相制度は、アッバース朝で成立 し広 くイスラム世界の諸王朝に継受された
ものであった。原初、オスマン朝の宰相は、非軍事的な民政面での君主の補佐者とされ、これ
またオスマン集団外から招かれたイスラム法学者が起用された。その後、オスマン国家の領域
が、かつてのビザンツ帝国の東半であったアナ トリア(ト ルコ名アナ ドルAnadolu)の みなら
ず、西半であったバルカン(ル メ リRumeli)へ と拡がった第3代 ムラ トー世の時代に、宰相
は、民政上の権能のみならず軍事上の権能 も与えられ、また従来は一名であったものが複数化




官(カ ドゥ)の ヒエラルキー的組織 としての編成も進められ、その頂点として、支配者身分 と
してのアスケ リaskeri身 分所属者の裁判 と相続等に主 としてかかわるカザスケルkazasker







この騎兵たちは、オスマン家の指導者 自身により指揮 されたが、 ときにベイ レルベイの称号
を帯びた者によって指揮された。この頃のベイ レルベイは、総司令官 とい うべきものであり、
王子がこの任にあたってきた。しかし、ムラ トー 世の時に、ベイレルベイに初めて臣下からラ
ラ ・シャーヒンが任ぜられた。これは、騎兵たちの指揮命令系統の制度化への一歩であった。











マ ン版 とい うべ きイェニチェ リは、原則 として、現金 の俸給 によ り給養 された。マ ムル ーク制
度のオスマ ン版 とい うべ き、 この奴隷軍人 としては、歩兵 のイ ェニチ ェ リに加 え、後 にその補
助部 隊で あ る砲兵 、砲 車兵 な ど、 さらに騎 兵 も加 わ り、 全体 としてカ プ クル 軍団kaplkulu
ocaklar1と 呼ばれ るものへ と発 展 していった。
イ ェニチ ェリの人員補 充は、当初 、戦利 品 としての戦争捕虜 に対す る君主 のイス ラム法上 の
5分 の1の 取分 に基 くペ ンチ ソク ・オ ウラヌpengiko削an1制 度に基づいていたが、14世 紀末
まで には、オスマ ン領 内のキ リス ト教徒 臣民の子弟 中、十代 の少年 を強制徴集 し君主 の奴隷化
しイ スラムに改宗 させ て用い るデ ヴシル メ(少 年徴:集制度)に よるこ ととなった。イ スラム世
界 にお ける奴隷 軍人の人員補 充の方法 として極 めて例外的な このデ ヴシル メ制度 の創 出に よっ
て、オ スマ ン朝の君主は、その常備 軍のために等質 の人材 を恒常的に補充す る ことが可能 とな
り、君主直属の家産制的軍隊は、確 たる基礎 を得 た。
なお、オスマ ン朝では、デ ヴシル メに よって得 た少年た ちの うち、最優秀部分 を、宮廷(サ
ライsaray)に 小姓(イ チ ュ ・オ ウラヌigo創anl)と して採用す るのが例 となっていった。 小
姓 たちは、宮廷のなかで君主の私 生活 の場 の部 分において、女性 のみの居所 としての後宮(ハ
レムharem)に 対 し、男性 のみの居住 としての内廷(エ ンデル ンenderun)で 君主 に奉仕 しつ
つ 、文武の訓練 を受 け、君 主子飼 いの将来 のオスマ ン帝国 の幹部要員 と して、15世 紀後 半以
降、大 きな意味 をもっ こととなった。
14世 紀 末、第3代 ム ラ トー世 時代 に、確 た る形 を と り始 めたオ スマ ン帝 国の君主専制 的 ・
中央集権的な支配組織 とその担い手 としての支配エ リー トの発展 は、1453年 、第七代 メフメ ッ
トニ世 が、 コンス タンテ ィノポ リスを征服 して ビザ ンツ帝国 を滅 ぼ し、 ビザ ンツー千年の帝都
を 自らの都 として以降、新 しい段 階に入 った。
メフ メ ッ トニ世 は 、初期 以来 、大 宰相 、 宰相 を輩 出 した ウレマー系 の名 門、 チ ャダルル
gandarl1家 出身 の大宰相 ハ リル ・パ シャHalilP閃aを 処刑 した。 その後、大宰相 ・宰相 には、
ウ レマー系の人物 よ り、む しろ君 主子飼 いのデ ヴシル メ系の宮廷奴隷 出身者 が任用 され ること
がふ えていった。 この傾 向は、16世 紀前半 に確 た る もの とな り、 さらに宮廷奴隷 出身者 は、
地方 にお けるベイ レルベイ(総 督)、 サ ンジャク ・ベ イ(知 事)の 職 にも進 出 してい った。
メフメッ トニ世の時代 には、またイェニチ ェリへ の火砲 の装備 が進 み、大砲 か らさらに小銃
へ と移 ってい った とみ られ る。
支配組織 の文民的部分においても、文書行政 と財政 の組織が次第に構造分化 をとげていった。
と同時 に、 なお 当初は ウレマー系の人々が主要な担い手で はあったが、世俗 的な純粋 の実務 官
僚 として のキャーテ ィプkatip(書 記)が 進 出 し始 めた。
このよ うな方 向でのオスマ ン帝 国の支配組織 の発展 は、16世 紀 に入 り、 メフメ ッ トニ世 の
曾孫 にあた る第10代 ス レイマ ンー世(S茸1eyman)の 時代に確 たる段階 に達 した。 邦人 が大帝、
西欧人 が 「壮麗者TheMagnificent,IlManifico」と呼び、オスマ ン人が制度典章 が整 ったた
めに 「立法者(カ ヌーニーKanuni)」 と呼ぶス レイマ ンの時代 に、オスマ ン国家の帝国体制が
確立 した。 と同時 に、オスマン国家の家産 官僚制 国家 としての側面が、非常 に強まっていった。
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5オ ス マ ン家産 官 僚 制 の変 容
オスマン帝国の支配組織の担い手は、同時代のオスマン人土によって、「剣の人(エ フリ ・
セイフehl-iseyf)」 と 「筆の人(エ フリ・カレムehl-ikalem)」 の二つの柱から成 りたってい



















19世 紀初頭以降の改革期に焦点があてられがちであった。 しか し、このような見方が正鵠を
得たものかどうかについては、再考を要す る。
確かに、オスマン帝国では、16世 紀後半よ りティマール地を徴税請負地としていく動きが









オスマ ン帝国没落観のいま一つの論点は、第10代 ス レイマンー世の没後、無能な君主が続
いた とい う点であった。確かに、初代か ら第10代 までのオスマン朝の君主は、ほぼすべて有







オスマン朝独 自の維持発展が弱まり、組織内における構造 と機能の分化が進行 し始めていた。
この流れの中で、16世 紀後半よ り、「スルタンの絶対的代理人」 としての大宰相(ヴ ェズィラ




官衙 としての 「大宰相府(バ ーブ ・アサーフィーbab-1asafi,バ ーブ ・ア リーbab-1ali)」 の
役割は、その後ますます増大し、19世 紀に入るとオスマン政府そのものを意味す るに至った。




であった。実際、17世 紀後半に入 ると、支配エ リー トの構成において、純粋の世俗的実務官
僚としてのキャーティプ(書 記)層 出身者の進出が見られ始まる。この動きは、まず財務官僚
出身のパシャの増大 として現われる。そ して、18世 紀初頭以降になると、大宰相府の役割が
ますます大きくなっていったこととも連動 して、大宰相府 内で昇進を重ねてきた文書官僚の台
頭が著 しくなる。 とりわけ、大宰相府の文書官僚の監督者である 「書記官長(レ イス ・ウル ・
キュッタープreisUl-kUttab)出 身の大宰相が数多く現われるようになっていく。そして、こ
の傾向は、18世 紀末へとかけて、より顕著となっていった。




宮廷奴隷のヘゲモニーの時代であった。 しかし、17世 紀に入ると、一方で、宮廷のエ リー ト
要員である小姓(イ チュ ・オウラヌ)の 性格が変わ り始め、デヴシルメ系の宮廷奴隷のみでな
くムス リムの子弟が混入し始めた。と同時に、宮廷の小姓出身者の支配エ リー ト最上層部に占
めるシェアが逓減 し始めた。そ して、18世 紀に入ると、奴隷出身であると自由人出身である
とを問わず宮廷出身の トップ ・エ リー トは激減するに至った。ここにもまた、少なくとも、君
主の家を拠 り所とするオスマン朝における古典的な家産制的要素の後退が顕著に見 られるとい
えよう。それは、実務官僚の台頭 とい う官僚制化の超勢 と並行 して進行 していた。
ただここで、17世 紀から18世 紀にかけて、君主の家を中心 とする家産制的傾向とは少 し異
なる新たな別のタイプの家産制的要素も顕著 となり始めていたことに言及 してお く必要があろ
う。それは、大官の 「家」の役割の増大 と大官の 「家」に奉仕 した人々の公式の支配組織への
進出と組織内での台頭である。その一つの象徴は、従来、大宰相個人の家の差配であった 「大






当時の財源 と人的資源では対応 しきれぬ部分も拡大し、公式組織formalorganizationの 機能
を補完するものとして、非公式informalな 大官の 厂家(カ ブkap1)」 の役割が増大したため生
じたとみるべきであろう。
13世 紀末から18世 紀末に至る前近代のオスマン帝国の5世 紀間のオスマン帝国の国制、そ
して支配組織の発展過程の中で、長期の トレンドとしては、封建制的要素に対する家産制的要
素の優位化が進行 し、さらに君主 とその家に依拠する家産制的要素に対する官僚制的要素の顕
著化が進行 していった。そ して、18世 紀には、16世 紀のそれ とは全 く異なる、国制、支配組
織を有するに至っていた。ただ、18世 紀においても、大宰相府出身の文書官僚の進出とい う
官僚制化の トレン ドとともに、大官の 「家」の役割の増大 という新たな家産制化の トレン ドが、
相互補完 しっつ並行 して進行 していた。
しか し、そのなかで、最も支配的な トレンドは、「官僚制化」の トレン ドであった。そ して、
この中で蓄積 された組織技術organizationaltechnologyと 、 この中で生み出された大宰相府
出身の文書官僚を中核 とする高度の組織技術を有するマン ・パワーこそが、18世 紀か ら19世
紀にかけて、厂西洋の衝撃」の下で、近代西欧からモデルを導入 しつつ、西欧の脅威に対抗 し





      Ottoman Patrimonial Bureaucracy and Timar System 
                     SUZUKI Tadashi 
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Two images cause complication concerning the state structure of the Ottoman Empire. One of 
these images attaches much importance to the feudal element, while the other emphasizes the 
element of the patrimonial bureaucracy. 
     The essential feudal element in the former is called the timar system. The roots of the 
Ottoman State are looked for in the Muslim-Turkish group that appeared in Anatolia in the 13' 
century. These groups were centered on mounted warriors gazi whose purpose was the holy war, 
gaza. 
     This group adopted method of distribution of the conquered lands as the allowance of the 
warriors. Later on systematic land surveys (tahrir) started, and the system called timar in which 
the sovereign distributed allowances to each warrior in line with the land survey records, known 
as tahrir defteri,was established. 
     In contrast with this development, he patrimonial bureaucratic nature of the Ottoman State 
intensifies with the establishment of the members of the Ottoman family as the sovereigns, cen-
tralization of power in their hands, and systematization of their rule. The Ottoman ruler, in the 
early stages was a first among the equals-Primus inter pares. As they secured the title of sultan, 
however, they started to reign as despots, and only then the patrimonial bureaucracy with its 
allegiance to the will and orders of the Sultan was established as an organization in order to 
accomplish their rule and administration. 
     Thus, the timar system as the military organization of the mounted soldiers, and the patri-
monial bureaucratic system existed together in the Ottoman State for a while, yet from the second 
half of the sixteenth century onwards, sigrificant changes took place in the military system. The 
mounted soldiers under the timar system started to loose their military function, and gradually 
deprived of their timar. Those timar lands were given to tax collectors in their respective regions. 
This, however, was not a result of the corruption of the mounted soldier group, but rather was a 
renection of the developments that pushed for larger regular armies with foot soldiers at the 
center, as firearms gained importance. Hence, it should be understood as the Ottoman response 
that best fitted to the military revolutions in its environment.
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